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特別発言

―よりよい高齢者医療とケアを目指して

非がん疾患の

3 月 24 日（日）13:00 – 17:00

お申し込み方法

ご参加申し込みは 2019年 1 月中旬より上廣死生学・応用倫理講座のホームページ（http://www.l.u-tokyo.ac.jp/dls/）に
て受付いたします。予約開始日などお申し込みに関する情報は「死生学・応用倫理センター」メルマガでご案内いた
します。メルマガへのご登録は、上廣死生学・応用倫理講座ホームページ（http://www.l.u-tokyo.ac.jp/dls/）の左下の「メー
ルマガジン登録」からお願いします。

緩和ケアとACPの役割
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高齢者の非がん疾患における緩和ケアの重要性が叫ばれて久しく、WHO の統計に
おいても、緩和ケアの対象は第一に心疾患、第二にがん、第三に呼吸器疾患である
ことが示されています。しかし日本においては、臨床実践の担い手はまだ少数です。
そこで今回は、心不全、呼吸不全、老年症候群に対する緩和ケアの臨床の実際を
先駆者から学び、汎用への課題を検討し、非がん疾患をもちつつ生きる高齢者を、
その人生の最終段階まで人として尊重しつつ医療とケアを行う視点から ACP に
ついて考察します。ご一緒に考えてみませんか。
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